
静岡県立浜松工業高等学校 選手…3年生11名静岡県

江戸時代の参勤交代で利用され、栄えた宿場町・室津に、現代の水
産業関係者に移住してもらい、漁業の現場を学んでもらおうという計画
は興味深い。切妻平入の伝統的な木造家屋の立ち並ぶ町並みのなか
に、かつての宿場町に本陣と南北の脇本陣にちなみ、本陣には研修施
設と長期滞在者用住宅を、脇本陣として短期滞在者用住宅をあてると
いう計画であるが、脇本陣に設けたカフェや居酒屋や、室津の人たち
の作業場になっている路地と一体に設けた地下広場は、移住者と地元
や観光客の自然な交流が生まれることが期待できるスペースである。
　周辺の町並みをしっかり描くドローイングやプレゼンテーションも適
切で、計画をよく表現できている。歴史的な町並みに配慮して景観形
成基準を守ろうという設計方針にも好感がもてる。ただ、海への視線を
確保しようという試みも良いのに、本陣と南北の脇陣の3つの施設をつ
なぐ通路「牡蠣の道」等をわざわざ木造でつくる必要があったであろうか。
既存の基準をクリアして満足するだけではなく、「まち」・「人」のことを深く
考えるところから設計を始めていただけるといいと思います。 （伊東）

　全体的に完成度の高いプレゼンに脱帽であり、敬意をもってこの提
案が実現に繋がることを期待してしまう。 （山本）

まちづくり委員長特別賞

逆参勤交代 ～室津、研修施設兼移住体験住宅での暮らし～
明石工業高等専門学校 選手…3年生4名兵庫県

各地にある卸問屋街は、街の中心的存在であり、活気があふれる場所
であった。個人での生業で手の届かない部分の役割を担う機能として
卸業は必要不可欠で、物と物、人と人を繋ぐための商業的プログラム
でもある。時代とともに変わりゆく事象に対し、このプラグラムに「学び」
の要素を付加し、「紡ぐ住まい」としての器となるハード面の整備のもと、
新たな卸業の姿としてアップデートを図る本提案はとても興味深いもの
である。
　シンプルなスパン計画の中に、Knotを少しづつずらしながら差し込
むことで生まれる共有スペースは、空間に変化を与えながら場を確立
させている。2階のKnotに於いても中間階に設けることで、視覚的にコ
ンセプトを象徴できる場となっているし、その断面構成が採光・通風に
寄与していることも好印象である。上下の関係性はプライバシー動線を
確立しつつ、大きな吹抜けを介し空間的に繋がりを得ており、プログラ
ムが切離れないよう仕掛けている。一方で、2階はプライバシーを保ち
つつもオープンに利用できるようにし、地域の方 が々建物を回遊しなが
ら施設全体を楽しく学べるものでも良かったかもしれない。

青年委員長特別賞

生業を学び 紡ぐ
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入賞

～地域をつなぐ子どもの町～ 岩倉こども園
鳥取県立米子工業高等学校 選手…2年生4名鳥取県

車移動があたりまえの社会となり、郊外の大型ショッピングセンターが
買い物する場の主流となっている現代、昔ながらの商店街の空洞化は、
多くの地域にとって悩める問題である。その活性化のために、商業施設
ではなく、敢えて街中では見ることのない農業を提案しているところが
新しい発想である。
　オリジナルの放射状シザーズトラスによるユニット形式も興味深い
試みである。現実的に気になるところは、六角形のユニットの平面計画
では、住宅としての生活部分の居住性は良いのだろうか。居間などの
大きな空間では柱があるので快適な空間となるだろうか。半面、小さい
ユニットでは、囲まれた落ち着く空間にもなりえそうだ。外壁部分では、
柱がむき出しになっているため、防火上問題があるのではないか。窓
や扉の計画がされていないので、開口部の計画もきちんとしたほうがよ
かったと思う。また、集水用の排水管を柱部分に収めるのは難しそうな
ので無理に入れなくてもよいと思う。
　見せる農業では、生産者と消費者のコミュニティが生まれて地域の
農産物をアピールできるだろう。企画によっては、子どもたちへの食育

にもつなげていけるのでないかと、発想を広げていける新しくて楽しい
提案である。 （本間）

女性委員長特別賞

まちなか農家 農業でつながる地域コミュニティ
山形県立新庄神室産業高等学校 選手…3年生4名山形県

米子市の米子城外堀の外側には、ウナギの寝床と呼ばれる細長い敷
地の町屋が残っている。そんな中に子どもたちの駆け回る声が響いて
いるのを想像すると楽しい気持ちになる。多くの商店が商いをやめ、暗
かった商店街に明るさが戻ってくる。路地やビオトープや生き物の道な
どさまざまな提案が良いと思う。しかしながら、この子どもたちの居場所
のスケッチが、計画敷地のどこに位置しているのかわからなかった。図
面中に名称を記載するなり、引出線で示すなりする必要がある。折角
の良い提案もきちんと伝わらないのはもったいない。
　子どもたちが地域をつなぎ、地域で子どもを見守り育てる提案はとて
も良かった。しかしながら、今回のテーマは、働きながら暮らすことがで
きる職住一体の家「まちに住む・地域に開く住まい」である。住居として
住んでいる人 が々、まちの図書館やトンネル食堂を、具体的な仕事とし
てどのようにこども園とかかわっているのかを提案できていたならもっと
良かった。そこのところが足りずに残念であった。 （本間）
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